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データとアナリティクスの重要性

• 情報と成果のギャップを埋める

• 好調時の成長と
イノベーションを促進

• 厳しい状況下でも
効率性を高めて
コスト節減を実現

出典: Voice of the Enterprise: Digital Pulse, Budgets and Outlook
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Qlik によるギャップの解消

生データと実用的なデータ

実用的なデータと実用的なインサイト

インサイトと価値
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Qlik の包括的な
アプローチ

データ
リテラシー

データ分析データ統合
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データソース

メインフレーム

アプリ

ファイルRDBMS

データウェアハウス

SaaS

Enterprise Manager

Compose for Data 
Warehouse

Compose for Data Lake

Replicate

Qlikが提供するソリューション
ダッシュボード

セルフサービスBI

定型帳票

分析ユーザー

データサイエンティスト

モバイルアナリティクス

アラート

組込みアナリティクス

アドバンスドアナリティクス

Sense

NPrinting

Alerting

データレイク

データウェアハウス

Azure
SQL DW

Amazon
Redshift
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事前構成済みの、キュレーション
されたデータセットが基盤。情報の
提供を目的としているが、必ずしも
アクションを強制するものではない

受け身の BI から
能動的な BI へ

リアルタイムで取得した最新データから
得られる継続的なインテリジェンス。
即座にアクションを起こすための
特別な設計

従来のビジネスインテリジェンス アクティブビジネスインテリジェンス
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データ変換のパイプライン

データ統合プラットフォーム データアナリティクスプラットフォーム

生データ 実用的なデータ インテリジェンス 価値



8

アクティブインテリジェンス
プラットフォーム

生データ
実用的な
データ

インテリジェンス 価値

リアルタイム●常に利用可能●アクション主導型
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